
 
         ２０２３年２月全学環境安全管理室等会議・事故災害報告（要約）  

 

・休業４日以上 

2222１I  学術専門職員（男性：62 歳）；設置工事のため、安全柵外の壁際を移動中にバランスを崩し、３メート

ル下に落下して足と手を骨折した。（休業１月） 

       
・休業４日未満 

22258M 診療放射線技師（男性：33 歳）；腰に負担のかかる姿勢や作業を行い、腰を痛めた。（休業１日） 
22266M  M2 院生（男性：24 歳）；実験室の清掃をしていたところ、床にあった掃除機に躓き転倒、左足指を 

打撲した。（休業 3 日） 

 

・不休業事故･災害 

22250F  看護師（女性：30 歳）；器械コンテナ（約 10 キログラム）を持ち上げた際に腰を痛めた。 

22254F  特任専門職員（男性：65 歳）；プランターにジョウロで水やりをしていたところ、ぎっくり腰になった。 

22256F  助教（男性：34 歳）；過酸化水素水が入った廃液タンクのガス抜きを忘れたため、タンクから廃液が漏

出。漏出物を拭きとる際に溶液のついた手袋で額を触ってしまい炎症がでた。 

22257F  看護師（女性：27 歳）；搬送用ロボットを避けるため近くの部屋に入ったところ、清掃中で床が濡れて

おり転倒して尻餅をついた。 

22260F  事務職員（女性：60 歳）；構内を移動中、敷石と地面の段差に躓き、左足首をひねった。 

 
・通勤災害 

22248J  事務職員（男性：29 歳）；帰宅時、構外の街路樹が植えてあるくぼみに足をとられ転倒、腰を打った

（日没後で足元を十分に確認できていなかった）。 

22251J  特任専門職員（女性：42 歳）；出勤時、駅構内を歩行中に右足ふくらはぎに痛みを感じ、通常歩行が

困難となった。 

22252J  教授（男性：56 歳）；帰宅時、駅の階段を降りていたところ、足を滑らせて１段落下して足首を捻挫した。 

22261J  事務職員（男性：56歳）；（構外）出勤時、階段を降りていたところ１段踏み外して転倒。右足を痛めた。 

22264J  特任教授（女性：52歳）；帰宅時、横断歩道を渡っていたところ、被災者の横断を待っていた左折車に

後続の自動車が衝突。玉突きで押し出された左折車と接触して転倒し、右足を骨折した。 

22265J  特任専門職員（女性：60 歳）；帰宅時、駅で滑って転倒、右肩を骨折した。 

22267J  教授（男性：48 歳）；出勤時、自転車で横断歩道を横断中、右折してきた自動車にひかれ、跳ね飛ば

された。 

22268J  教授（男性：64 歳）；出勤時、徒歩で駅に向かっていたところ、歩道と車道の境目でバランスを崩して

転倒した。 

 

・ヒヤリハット 
22242H 実験器具洗浄のためビーカーにエタノールを入れてホットプレートで加熱していたところ、沸騰したエ

タノールから発火。そばにあったキムワイプに火が移った。 

22253H 電気炉でセルロースを炭化させる実験において、排煙のためのドラフト運転を失念したため実験室内

に煙が充満。フロア内にも異臭が漂った。 

 
・人的被害なし、設備災害でない機器・施設損傷あり 

22246Nd  坑内駐車場で車両の切り返し中、後方の通気ダクトと接触し車体がへこんだ。 
22255Nd  （構外)公用車を後退で駐車しようとした際、車体の右後方を駐車場の屋根の柱にぶつけて凹ませ

てしまった。 
22259Nd   研究室内から廊下へと配線していた延長コードが、ドアとドア枠に挟まれて劣化。延長コード内で

短絡、スパークした。 



 
22263Nd   レーザー加工機で、利用が禁止されている塩化ビニール素材を加工したため、ビニールが溶けて

機器に付着、異臭が発生した。 
 

・人的被害なし、設備災害でない有害物（臭）流出あり 

22262NI   テトラヒドロフランのガロン瓶（３リットル）を台車に載せて運搬中に振動で瓶が落下。内容物の全量

が床に漏出した。 

 

 

 

                             以上 教養学部等環境安全管理室 
 
 
 


